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いわきひろゆき さん
1962年、新潟県生まれ。1986年、
日本曹達（株）に入社。途中２回
のアメリカ駐在と中国生産を担当し
現在に至る。普段は会社員。2024
年、TASUの紹介により6月から御旅
屋人マーケットに出店している。アメ
リカ駐在時にはパンと生ビールと塩で
「ぬか漬け」も作ったりする発明家！！
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子どもの頃は新潟県、中学以降は富山県で育ちまし
た。今と違ってゲームなどなかったので活発にあ

ちこちに出没していました。
　うどんを作るようになったのはアメリカ駐在の頃です。
計 6年住んでいたセントルイスには日本食があまりな
かったので、食べたいものは自作する以外に方法があり
ませんでした。そこで小麦粉からうどんのようなものを
練り始めたのがきっかけになります。最初は「うどん」
か「すいとん」かわからないようなものでした。その後、
経験を積んで時々自作のうどんを周囲に振る舞うように
なり、趣味のうどんを仕事にできないか、定年後の仕事
になれば良いな、若い人に思いきり食べてもらえる店を
出したいなと思ってお店を立ち上げることにしました。
　「TASU」に相談したところ、仕事がある間に屋台で
経験を積んでから店を出すか決めたほうが良いとアドバ
イスをいただき、2024年 6月から御旅屋人マーケット
に出店しています。小麦粉は高岡市中田地区産の「ゆき
ちから」を使ってお客様からは安心して食べられると好
評をいただいています。また至らない点にはご指摘もい
ただき、出店のたびにお客様に育てられています。
　私はまちづくりのカギは中高生だと思っています。中
高生が家と学校の往復だけでなく、元気に街を走り回る
まちづくりが進むと良いな、と。大人が与える街ではな
く、中高生と一緒に街を作っていく姿勢が大事で、「ま
ちづくりに加わりたい」と思うような街を描くことが重
要なのではないかと考えています。
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